












1.緒言 

重症心身障害児(以下重障児と略す)の死因のうちで、突然死は比較的多く、しかも睡眠中

にみられることか多い。ここで突然死とは、それ迄の健康状態からは予測できなかった原

因不明の急死をさす。南岡山病院には、105 名の各種の重障児か入院しており、4 年間に

18 名が死亡したが、そのうち突然死は4例あり、呼吸器感染症の 7例に次いで死因の第 2

位を占めている。これら突然死の死亡時刻は、午前0時と 6時に集中し、いずれも睡眠中

に発生していた。そこで我々は SIDS の病態生理の研究の一モテルとして重障児について、

その睡眠、呼吸、その他脳幹機能について多角的に神経生理学的検討を行うことにより、

突然死の病態生理の解明に資したいと考えた。 


